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武雄市立橘小学校 

   校長 榮岩 和浩  
 

 
― やればできる  みがけば光る  一歩でも前進  続けて  続けて ― 

  

   

学校教育目標 「生きる力を身に付け、学校・家庭・地域の思いを受け継ぐときわっ子の育成」 

☆学力向上 ☆官民一体型学校づくりの推進  ☆ＩＣＴ利活用教育の推進  ☆コミュニティ・スクールの導入促進 

 

 
                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

                                                                               

新型コロナウイルスの新たなオミクロン株が猛威をふるい、全国的に感染者数が急拡大して

います。学校としては、１月以降の学校行事は今後の感染状況をみながらの判断になると思い

ます。現時点では次のように計画していますのでお知らせします。ただし、今後の状況に応じ

て変更になる可能性があります。 

【１月２１日（金）校内持久走大会】 

・２，３，４校時に運動場で実施します。保護者の参観(応援)は中止します。（育友会保体部

の交通立哨もありません） 

【２月６日（日）育友会全体会・学年役員会、授業参観】 

・授業参観は３，４校時に実施します。５年生は「田んぼの学校閉校式」、６年生は「ときわぼ

た餅会」を行います。参観は１世帯１名まで（６年生を含む複数のお子様がおられる家庭は

２名まで）とします。 

【２月２５日（金）ありがとう集会、学級育友会】 

・体育館で実施し、参観は１世帯１名までとします。各学年の発表方法は今後検討します。 

【３月１８日（金）卒業式】 

・卒業生、在校生（４，５年生）、卒業生保護者（２名まで）、職員が体育館に入り、１～３年

生は教室でオンライン視聴にて参加します。式後のホームルームは体育館で行います。 

新年あけましておめでとうございます。昨年は保護者・地域の皆様に多大なご支援をい

ただきありがとうございました。今年も、職員一同、保護者・地域の皆様と手を取り合って、

一歩一歩着実に歩みを進めていきたいと思います。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

冬休みが終わり、２学期後半がスタートしました。コロナが再拡大している中、これま

でと変わらず登校するときわっ子の元気なあいさつや明るい笑顔を見ることができまし

た。「１月は行く ２月は逃げる ３月は去る」と言われます。あっという間に過ぎ去る

３ヶ月です。６年生は、あと４７日で卒業です。１年生から５年生までは、５０日です。

一日一日を大切に過ごして欲しいと思います。 

昨日の始まりの会では、「新しい年の目標（めあて）をもちましょう」と話をしました。目

標（めあて）は小さなことから大きな夢もあると思いますが、しっかりと掲げることでそれに

向けてのモチベーション（意欲）が高まり、努力につながっていきます。「勉強や習い事をし

っかり頑張っていきたい。」「元気なあいさつを頑張りたい。」などと目標（めあて）を決め、

継続して努力することで力がついてきます。近いところの目標（め 

あて）や将来の夢を自分なりに掲げ、やればできると自分を信じて 

努力を続けてほしいと思います。 

 そして、「十二支のはじまり」について、干支の順番はどう 

やって決められたのかという話をしました。 

 

あけましておめでとうございます 

今後の行事予定について 



 


